
DISCUSSIONDISCUSSION

LinkAge　1213　LinkAge

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
医
師
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
醸
成

『
認
知
症
の
医
療
と
福
祉
の
連
携
Ｉ
Ｎ

守
山
・
野
洲
』の
目
的
は
、
多
職
種
に
よ

る
„
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
〝に
と

ど
ま
ら
な
い
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

を
通
し
て
参
加
者
が
考
え
方
を
共
有
す

る
こ
と
に
よ
り
、
担
当
者
会
議
や
緊
急

時
の
連
携
な
ど
、
各
現
場
で
多
職
種
連

携
が
自
律
自
転
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭

に
置
い
て
い
る
。

　

い
か
に
現
場
に
つ
な
げ
る
か
と
い
う

発
想
の
も
と
、
会
の
発
足
当
初
か
ら
、

中
長
期
の
視
点
に
立
っ
た
戦
略
的
な
企

画
・
運
営
が
行
わ
れ
て
き
た
。

・
司
会
と
発
表
を
医
師
が
担
当

　

た
と
え
ば
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク（
事
例

検
討
）・
グ
ル
ー
プ
討
議
に
お
い
て
、
医

師
が
多
職
種
の
意
見
の
取
り
ま
と
め
と

発
表
を
担
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療

の
視
点
か
ら
の
助
言
に
こ
だ
わ
る
こ
と

な
く
、
生
活
の
視
点
で
議
論
を
行
う
こ

と
に
馴
染
ん
で
い
っ
た
。　
　

・
段
階
的
に
参
加
職
種
を
増
や
す

　

毎
回
の
テ
ー
マ
、事
例
シ
ー
ト
な
ど
の

企
画
は
、藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
奥
村
看
護

師
が
、
も
の
忘
れ
外
来
、
相
談
セ
ン
タ
ー

で
の
相
談
、県
内
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
の
自

主
勉
強
会
な
ど
の
経
験
を
生
か
し
、前
回

の
議
論
の
様
子
も
考
え
て
工
夫
し
、医
師

会
の
了
解
を
得
な
が
ら
行
っ
て
い
る
︒ 

初
年
度（
平
成
24
年
度
）は
、参
加
者
を
医

師
と
行
政
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
絞
り
、疾
患
の
み
な
ら
ず
生
活
全
般
を

み
て
い
く
こ
と
、本
人
視
点
を
持
つ
こ
と

な
ど
の
重
要
性
を
学
ん
だ
。翌
25
年
度
は

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
リ
ハ
職
な
ど
、26
年

度
は
介
護
職
に
も
参
加
を
広
げ
、よ
り
現

多
職
種
連
携
の
会
の『
戦
略
的
運
営
』

認
知
症
の
医
療
と
福
祉
の
連
携
Ｉ
Ｎ
守
山
・
野
洲　

守
山
野
洲
医
師
会
は
、認
知
症
の
医
療
と
ケ
ア
に
お
い
て
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
続
け
る

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク（
理
事
長
：
藤
本
直
規
先
生
）の
協
力
の
も
と
、

平
成
24
年
に『
認
知
症
の
医
療
と
福
祉
の
連
携
Ｉ
Ｎ
守
山
・
野
洲
』を
立
ち
上
げ
た
。

そ
の
活
動
は
、段
階
を
踏
ん
だ
中
長
期
的
な
計
画
と
、

そ
の
都
度
の
臨
機
応
変
な
対
応
に
よ
り
、着
実
に
進
化
を
続
け
て
い
る
。

場
に
近
い
形
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
発

展
さ
せ
て
い
っ
た
。こ
う
し
た
段
階
を
踏

む
こ
と
に
よ
り
、現
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
る
べ
き
医
師
が
、多
職
種
の
意
見

を
引
き
出
し
、調
整
す
る
ス
キ
ル
を
自
然

に
身
に
着
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

・
疾
患
別
の
事
例
検
討
で

   

各
職
種
の
専
門
性
を
引
き
出
す

　

ま
た
26
年
度
は
、認
知
症
の
疾
患
別
の

事
例
検
討
を
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
行
っ
た
。

各
職
種
が
よ
り
専
門
性
を
発
揮
し
や
す

い
共
通
テ
ー
マ（
疾
患
別
ア
プ
ロ
ー
チ
）

を
設
け
る
こ
と
で
、„
専
門
職
〝が
連
携

す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
体
験
し
て
も

ら
う
た
め
だ
。
な
お
当
年
度
は
、
そ
れ
ま

で
の
藤
本
先
生
に
代
わ
り
、医
師
会
の
会

長
や
副
会
長
ら
が
順
次
、認
知
症
の
講
義

を
担
当
し
た
。

　

発
足
４
年
目
に
当
た
る
27
年
度
の
第

1
～
３
回（
通
算
で
は
第
13
～
14
回
）

は
、
薬
剤
師
や
歯
科
医
師
が
講
義
を
行

い
、
薬
物
や
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
事
例

検
討
を
行
っ
た
。
第
４
回（
同
15
回
）の

テ
ー
マ
は
認
知
症
と
自
動
車
運
転
に
決

ま
っ
て
お
り
、
講
義
／
事
例
検
討
に
連

動
さ
せ
る
形
で
市
民
公
開
講
座
を
開
催

す
る
予
定
だ
。

そ
の
場
の
状
況
に
応
じ
て

会
の
進
め
方
を
変
更

　

平
成
27
年
11
月
26
日
、
本
年
度
３
回

目
と
な
る
『
第
14
回 

認
知
症
の
医
療
と

福
祉
の
連
携
Ｉ
Ｎ
守
山
・
野
洲
』が
開

催
さ
れ
た
。
会
場
と
な
っ
た
守
山
駅
前

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
は
、医
師
、歯

科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、介
護
職
、行
政
・
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
、警
察
な
ど
、70
名
余

り
が
集
ま
っ
た
。

・
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
で
緊
張
を
緩
和

　

講
義
、事
例
検
討
に
先
立
ち
、恒
例
の

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
が
行
わ
れ
た
。
藤
本

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
奥
村
典
子
さ
ん
が
、「
一

番
好
き
な
お
に
ぎ
り
の
具
で
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
か
け

る
と
、
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
「
お

か
か
！
」「
昆
布
！
」「
鮭
！
」と
い
っ
た

声
が
上
が
り
、
参
加
者
が
賑
や
か
に
移

動
を
始
め
た
。

　

グ
ル
ー
プ
分
け
が
終
わ
る
と
奥
村
さ

ん
が
順
番
に
具
を
聞
い
て
い
く
。「
こ
こ

は
脂
の
乗
っ
た
鮭
で
す
」と
誇
ら
し
げ

に
話
す
20
名
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
れ

ば
、「
ツ
ナ
マ
ヨ
で
す
」と
答
え
る
２
人

き
り
の
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
そ
の
た
び

に
歓
声
や
笑
い
が
起
こ
る
。
遅
れ
て
来

た
参
加
者
に
奥
村
さ
ん
が
好
き
な
具
を

尋
ね
、「
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
」と
い
う
意

外
な
答
え
が
返
っ
て
く
る
と
、
場
内
大

爆
笑
と
な
っ
た
。

・
講
義
に
事
例
検
討
の
ヒ
ン
ト
が

　

場
が
す
っ
か
り
和
ん
だ
と
こ
ろ
で
講

義
を
開
始
。
歯
科
医
師
が
、専
門
的
な
口

腔
ケ
ア
に
よ
り
誤
嚥
性
肺
炎
が
予
防
で

き
る
こ
と
を
解
説
し
、
歯
科
衛
生
士
が
、

食
事
を
拒
む
認
知
症
の
人
に
本
人
が
一

番
好
き
な
お
店
の
コ
ロ
ッ
ケ
を
出
し
た

と
こ
ろ
、食
べ
る
意
欲
が
復
活
し
た
ケ
ー

医療法人 藤本クリニック 
デイサービスセンター 所長

奥村 典子 さん

医療法人 藤本クリニック 理事長
藤本 直規 先生

認
知
症
の
医
療
と
福
祉
の
連
携
Ｉ
Ｎ
守
山
・
野
洲 

│
│ 

こ
れ
ま
で
の
開
催
概
要
と
今
後
の
予
定

戦
略
的
運
営

Ｈ24年度Ｈ25年度Ｈ26年度Ｈ27年度Ｈ28年度

第
１
回 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

テ
ー
マ
：
多
職
種
連
携

事
例
①
：
80
歳
　
女
性
　
高
血
圧
症
、糖
尿
病

第
2
回 

グ
ル
ー
プ
検
討
　
　

テ
ー
マ
：
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
認
知
症
者
と
家
族
へ
の
対
応
」に
つ
い
て

第
3
回 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
　
　

テ
ー
マ
：
多
職
種
連
携

事
例
①
：
80
歳
　
女
性
　
高
血
圧
症
、糖
尿
病

第
4
回 

グ
ル
ー
プ
討
議
　

テ
ー
マ
：「
認
知
症
に
な
っ
て
も
普
通
に
暮
ら
し

　
　
　
　続
け
ら
れ
る
守
山
･
野
洲
の
た
め
に
」

第
５
回 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
　
　

テ
ー
マ
：
多
職
種
連
携

事
例
②
：
78
歳
　
男
性
　
独
居
、糖
尿
病

第
６
回 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

テ
ー
マ
：
家
族
支
援

事
例
③
：
83
歳
　
男
性
　
血
管
性
認
知
症（
認
知
症
ケ
ア
事
例
集
よ
り
）

第
７
回 

グ
ル
ー
プ
討
議

テ
ー
マ
：
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
認
知
症
者
と
家
族
へ
の
対
応
」に
つ
い
て

第
８
回 

講
義  

＋  

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
※ 

テ
ー
マ
：
講
義
：
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

　
　
　
　（
講
師
：
堀
出
直
樹
先
生 

守
山
野
洲
医
師
会
会
長〔
当
時
〕）

第
９
回 

講
義  

＋  

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
※ 

テ
ー
マ
：
講
義
：
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症

　
　
　
　（
講
師
：
藤
井
義
正
先
生 

元 

守
山
野
洲
医
師
会
会
長
）

第
10
回 

講
義  

＋  

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
※ 

テ
ー
マ
：
講
義
：
前
頭
側
頭
型
認
知
症

　
　
　
　（（講
師
：
衞
藤
信
之
先
生 

守
山
野
洲
医
師
会
副
会
長
）

第
11
回 

講
義  

＋  

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
※ 

テ
ー
マ
：
講
義
：
脳
血
管
性
認
知
症

　
　
　
　（
講
師
：
福
田
正
悟
先
生 

守
山
野
洲
医
師
会
副
会
長〔
当
時
〕、現 

会
長
）

第
12
回

第
14
回 

　

第
16
回 

第
19
回

アイスブレイクを導入。指
ジェスチャーで誕生日を示
しあい、その順番に並ぶ。医
師もノリが良く、張り詰めた
雰囲気が一気に和らいだ。

24～25年度で多職種連携の基礎固め（土台づくり）を終了。
26年度はその土台の上に、「多職種が一緒に考え、一緒に対応し、
一緒に成長する」という積み上げを行う段階と位置づけた。
具体的には、各専門職が「認知症の疾患別の症状を意識する」と
いう共通の目線に立ち、「サービスを包括的に組み立てる」「ケア
を考える」トレーニングを行った。

グループリーダーに医師を指名し、医師が他の職種に
話しかける機会が自然に増えるように配慮した。
発表者も医師とすることで、人となりが見えやすくなる
ことを狙った。

～～

薬
剤
師
、歯
科
医
師
の
講
義 

＋ 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

に
よ
る
事
例
検
討
を
開
始

第
15
回 

の
テ
ー
マ
は「
認
知
症
と
自
動
車
運
転
」

模
擬
事
例

模
擬
事
例

模
擬
事
例

模
擬
事
例

実
例

模
擬
事
例
の
症
状
を
意
識
し
た
具
体
的
ケ
ア
の
検
討

医師が医療の視点だけにとらわれず、
生活を支える視点を重視することで
リーダーシップが発揮され、実際の支
援場面での他職種とのつながりも強固
になったと皆が認識したため。

初回は医師と
行政・地域包括支援センターを
別々のグループに。

第1回と同じ
模擬事例を
職種を交えて検討。ケアマネジャーが

新たに参加。
介護職が新たに参加。

医師と行政・地域包括支援センターを混合。

※
H
26
年
度
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク（
第
8
〜
11
回
）は

歯科医師、薬剤師、リハ職
（理学療法士、作業療法士、
医療ソーシャルワーカー）が
新たに参加。
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藤井内科 院長
元 守山野洲医師会 会長

藤井 義正 先生

ほりで医院 院長
滋賀県医師会 理事

前 守山野洲医師会 会長
堀出 直樹 先生

ふくだ医院 院長
守山野洲医師会 会長

福田 正悟 先生

ル
ー
プ
の
議
論
を
要
約
し
た
。　

　

医
師
の
発
表
で
は
、
前
頭
側
頭
型
認

知
症
に
特
徴
的
な
常
同
行
動
に
焦
点
が

当
て
ら
れ
た
。
多
職
種
の
協
力
に
よ
り
、

ま
ず
本
人
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
把
握
し

た
上
で
介
入
す
る
、
あ
る
い
は
必
要
な

生
活
行
為
を
常
同
行
動
に
組
み
込
む
と

い
っ
た
方
針
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

家
族
へ
の
対
応
に
も
話
が
及
ん
だ
。

あ
る
医
師
が
、「
娘
さ
ん
と
の
関
係
が
悪

い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
担

当
者
会
議
を
開
い
て
娘
さ
ん
に
病
気
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
」と
発
表
す
る
と
、
次
の
グ
ル
ー
プ

の
医
師
が
「
本
人
が
拒
否
的
な
態
度
を

と
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
」

と
述
べ
る
な
ど
、
異
な
る
視
点
か
ら
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
あ
る
医
師
が
、「
歯
科
に
行
っ

て
も
ら
う
良
い
ア
イ
デ
ア
が
な
か
な
か

出
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
先
ほ
ど
の
講

義
で
好
き
な
食
べ
物
の
話
が
あ
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
78
歳
の
滋
賀

県
の
男
性
と
い
う
と
、
た
ぶ
ん
好
物
は

鮒
寿
司
で
す
よ
。『
お
じ
い
さ
ん
、
鮒
寿

司
を
食
べ
た
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め

に
は
歯
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
』と
い
う

動
機
づ
け
は
い
か
が
で
し
ょ
う
」と
話

す
と
会
場
が
大
い
に
沸
い
た
。

ど
の
医
師
が
ま
と
め
て
も

同
じ
議
論
が
で
き
る

　

閉
会
後
、藤
本
先
生
に
話
を
聞
い
た
。

「
医
師
の
方
々
の
発
表
に
は
、
疾
患
特

性
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
多
職
種
の
介
入
、

家
族
支
援
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
な

ど
の
要
素
が
す
べ
て
入
っ
て
い
ま
し

た
。
今
は
ど
の
先
生
が
グ
ル
ー
プ
を
取

り
ま
と
め
て
も
、
視
点
が
偏
る
こ
と
な

く
、幅
広
い
議
論
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

こ
の
３
年
間
の
成
果
で
す
。

　

鮒
寿
司
の
話
が
出
て
流
れ
が
変
わ
り

ま
し
た
ね
。
冗
談
め
い
た
話
を
し
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
実
は
好
き
な
食
べ
物

を
利
用
し
て
歯
科
受
診
を
常
同
行
動
に

組
み
込
む
と
い
う
、
非
常
に
本
質
を
突

い
た
提
案
で
す
。
た
と
え
ば
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
拒
絶
す
る
人
に
対
し
て

も
、
皆
で
こ
う
し
た
介
入
方
法
を
模
索

す
る
こ
と
に
よ
り
、
必
ず
窮
状
を
打
開

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
人
と
家
族
の
関
係
を
多
彩
な
視
点

で
み
る
こ
と
も
重
要
で
す
。娘
さ
ん
の
無

理
解
を
問
題
に
し
て
い
た
先
生
が
、『
本

人
の
態
度
に
問
題
が
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
』と
い
う
意
見
が
出
た
時
に
、『
そ
う

か
』と
納
得
し
て
い
ま
し
た
。
３
年
前
は

疾
患
や
薬
の
話
に
終
始
し
て
い
た
の
に
、

今
は
家
族
関
係
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
、し
か
も
互
い
に
聞
く
耳
を
持
っ
て
い

る
。そ
こ
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
」

　

こ
れ
ま
で
、
事
例
検
討
に
は
模
擬
事

例
を
用
い
て
き
た
。
し
か
し
28
年
度
は
、

医
師
か
ら
提
供
さ
れ
る
実
例（
困
難
例
）

を
基
に
検
討
を
行
う
と
い
う
。
変
更
の

理
由
を
奥
村
さ
ん
に
尋
ね
た
。

「
こ
の
会
を
始
め
る
時
に
、
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
た
„
全
体
の
流
れ
〝を
考
え
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
に
つ
い
て
、

地
域
全
体
の
多
職
種
連
携
の
基
礎
固
め

と
い
う
目
的
の
他
、
各
回
の
テ
ー
マ
設

定
に
お
い
て
„
流
れ
〝を
持
た
せ
る
こ
と

で
、
参
加
者
が
一
体
感
や
共
有
感
を
得
て

ス
を
紹
介
し
た
。こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
事

例
検
討
に
1
つ
の
視
点
を
与
え
る
。

・
事
例
検
討
は
多
角
的
な
視
点
で

　

続
い
て
模
擬
事
例
に
よ
る
事
例
検

討
が
行
わ
れ
た
。
８
つ
に
分
か
れ
た
グ

ル
ー
プ
に
は
、
従
来
通
り
医
師
１
名
と
、

今
回
は
歯
科
医
師
１
名
が
入
り
、
そ
の

他
の
職
種
６
～
７
名
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

事
例
は
前
頭
側
頭
型
認
知
症
の
78
歳

男
性
。
今
年
、誤
嚥
性
肺
炎
で
２
回
入
院

し
て
い
る
。
隣
家
に
娘
家
族
が
住
ん
で

い
る
が
、
関
係
性
が
悪
く
、
食
事
を
運

ぶ
程
度
の
支
援
の
み
。
本
人
は
毎
日
決

ま
っ
た
コ
ー
ス
を
何
度
も
自
転
車
で
行

き
来
し
て
い
る
。
義
歯
を
外
し
て
は
義

歯
安
定
剤
を
大
量
に
塗
り
、
は
め
直
す

行
為
を
繰
り
返
す
。
義
歯
は
洗
わ
な
い
。

食
事
の
偏
り
も
多
い
─
─
。

　

口
腔
の
問
題
が
あ
る
事
例
な
の
で
、

各
グ
ル
ー
プ
と
も
歯
科
医
師
に
質
問
が

集
中
し
、
そ
の
説
明
を
皆
で
聞
く
傾
向

が
目
立
っ
た
。
こ
れ
を
み
た
藤
本
先
生

と
奥
村
さ
ん
が
、
事
例
検
討
の
途
中
に

会
場
の
片
隅
で
相
談
。
議
論
が
よ
り
双

方
向
的
に
な
る
よ
う
に
、
医
師
に
加
え

て
歯
科
医
師
に
も
グ
ル
ー
プ
で
出
た
意

見
を
発
表
し
て
も
ら
う
よ
う
に
急
き
ょ

決
め
、参
加
者
に
そ
う
伝
え
た
。

　

発
表
は
ま
ず
、
各
グ
ル
ー
プ
の
歯
科

医
師
が
行
い
、口
腔
ケ
ア
、義
歯
の
調
整

の
重
要
性
な
ど
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、歯

科
受
診
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
介
入
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
な
ど
、
環
境
調
整

が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
触
れ
、
グ

歴
代
の
会
長
に
聞
く
『
認
知
症
の
医
療
と
福
祉
の
連
携
Ｉ
Ｎ
守
山
・
野
洲
』は
、設
立
時
か
ら
現
在
ま
で
、

歴
代
の
守
山
野
洲
医
師
会
会
長
の
強
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
３
名
の
先
生
方
は
、平
成
26
年
度
、認
知
症
の
講
義
の
講
師
も
務
め
た
。

「
医
師
は
他
の
職
種
か
ら
„
取
っ
つ
き

に
く
い
〝と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
会
に
し
て
も
初
め
は
、『
医
療
機
関

の
玄
関
に
入
る
の
も
怖
い
』と
皆
さ
ん

話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
進
行
役
を
私
た
ち
が
務
め
る

こ
と
に
よ
り
、
し
だ
い
に
『
医
師
も
意

外
に
話
が
し
や
す
い
』と
い
う
印
象
に

変
わ
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
今
は
目

的
を
同
じ
く
す
る
仲
間
と
し
て
議
論
が

で
き
て
い
ま
す
。
職
種
の
違
い
と
い
う

壁
は
あ
っ
て
も
、
高
さ
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
現
場
で
も
手
を
つ
な
ぎ
合
っ

て
チ
ー
ム
ケ
ア
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

「
医
師
が
患
者
さ
ん
や
家
族
か
ら
得
ら

れ
る
情
報
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
常

生
活
に
つ
い
て
知
り
た
く
て
も
、
介
護

職
や
看
護
職
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
患
者
さ
ん

を
表
面
的
に
み
る
こ
と
し
か
で
き
ま

せ
ん
。
以
前
か
ら
そ
う
し
た
思
い
が
強

か
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
会
で
多
職
種
の

人
た
ち
の
考
え
や
視
点
を
知
る
こ
と
は

貴
重
な
経
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

医
師
が
多
職
種
の
意
見
を
採
り
入
れ

て
こ
そ
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
を

引
っ
張
れ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
認
識

で
き
た
点
も
、
こ
の
会
に
参
加
し
た
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
」

「
私
は
会
の
発
足
２
年
目
の
25
年
度
か

ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
呼
吸
器
が
専
門

で
、
以
前
は
認
知
症
で
困
る
こ
と
は
そ

れ
ほ
ど
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ
１
、

２
年
、
認
知
症
の
患
者
さ
ん
が
急
増
し
、

対
応
に
戸
惑
う
ケ
ー
ス
も
増
え
ま
し

た
。
私
た
ち
開
業
医
が
困
っ
て
か
ら
こ

う
し
た
会
を
立
ち
上
げ
た
の
で
は
遅
い

の
で
す
が
、
藤
井
先
生
、
堀
出
先
生
、
藤

本
先
生
ら
が
以
前
か
ら
計
画
的
に
運
営

さ
れ
て
き
た
お
か
げ
で
、
今
は
非
常
に

助
か
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
歯
科
医
師

の
先
生
方
の
参
加
も
増
え
て
お
り
、
会

の
意
義
は
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

く
で
し
ょ
う
」

も
ら
う
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、い
き
な
り
実
例
で
の
検
討
を

行
う
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、医
師
が
医

療
の
視
点
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、生
活
を

支
え
る
視
点
を
重
視
し
た
上
で
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
た
と
し
た
ら
、

実
際
の
支
援
場
面
で
の
他
職
種
と
の
つ

な
が
り
も
、よ
リ
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
と
も

考
え
ま
し
た
。だ
と
し
た
ら
、丁
寧
に
、時

間
を
か
け
、ぶ
れ
る
こ
と
な
く
進
め
よ
う

と
考
え
た
の
で
す
」

　

こ
の
日
の
会
が
始
ま
る
前
、
藤
本
先

生
が
医
師
会
の
先
生
方
に
集
ま
っ
て
も

ら
っ
て
、来
年
度
の
会
の
方
針
と
医
師
会

の
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

４
年
間
こ
の
会
に
参
加
し
た
医
師
は
、地

元
の
行
政
の
認
知
症
や
地
域
包
括
ケ
ア

の
対
策
会
議
で
会
長
や
委
員
な
ど
の
重

要
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、一
般
企
業

へ
の
若
年
認
知
症
研
修
な
ど
で
講
師
役

や
、家
族
支
援
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す

な
ど
、認
知
症
専
門
医
と
か
か
り
つ
け
医

が
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
支
え
て
い
る
。

来
年
度
は
会
の
運
営
以
外
に
、若
年
認
知

症
と
運
転
を
テ
ー
マ
に
し
た
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
た
だ
、こ
の

会
の
一
番
の
効
果
は
、日
常
の
現
場
で
の

多
職
種
と
の
や
り
取
り
が
、と
て
も
や
り

や
す
く
な
っ
た
と
、参
加
者
全
員
が
感
じ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「薬剤師は薬を通じて患者さんやご家族と関
わることが主なので、逆に生活上の悩みや要
望を抵抗なく話していただける面があるようで
す。この会に出ることにより、そうしたお話と各
職種の方の視点が結びつき、自分も連携の中
で活躍できるという自信が得られています」

「ドクターにこんなことを聞いてもいいのか
と躊躇する経験はよくあります。でも、この
会に来られている先生方に利用者さんのこ
とで電話をすると、『ああ、あの時はどうも』
と気さくに対応してくださるので、とてもお
話がしやすくなりました」

「以前、この会に出られている歯科医の先
生にかかった時、『ふだんの業務の中ではな
かなか認知症のことが理解できないから参
加しているんだ』と話されていました。私た
ちの取り組みも知っていただけるので、すご
く現場で生きる会だと思います」

澤 幸子さん
（NPO 法人 またあした 
居 宅 介 護 支 援 事 業 所 
ケアマネジャー）

芳野 和美さん
（NPO 法人 のどかの家高木 
居宅介護支援事業所 管理者・
主任ケアマネジャー）

籏瀬 昌生さん
（株式会社ハーモニー・
ウェルネス代表取締役、
薬剤師）

第14回　認知症の医療と福祉の連携ＩＮ守山・野洲（平成27年11月26日）

医師による発表

歯科医師による講義

アイスブレイクで
緊張をほぐして…

会に参加して 医師が多職種の意見を取りまとめる事例検討（約40分）


